
　  １.がんの予防

      ２.がん検診

          ６.共生

2025年度に重点的に取り組んだがん対策
・がん患者における高齢者機能評価の手引きVer.2.0
をより評価をしやすくなるように改定した。
　さらに75歳以上の患者については、高齢者機能評価をすることを義務付けた。
　院内のがんに関連するすべての会議で報告し、評価をするように啓発活動を行った。

2026年度に重点的に取り組む予定のがん対策
・高齢者機能評価をすべての75歳以上の患者に行うように、引き続き啓発活動を続ける。

2025年度に重点的に取り組んだがん対策

➀相談支援  ②情報提供  ③デジタル化  ④就労支援(医療機関側)  ⑤就労支援(職場側)  ⑥アピアランスケア
⑦自殺対策  ⑧がん患者の疎外感の解消やがんに対する偏見の払拭

➀緩和ケア  ②在宅療法  ③リハビリテーション  ④支持療法  ⑤妊孕性温存療法

       ５.個別のがん対策

➀希少がん  ②難治性がん  ③小児がん  ④AYA世代のがん  ⑤高齢者のがん  ⑥離島・へき地

2025年度に重点的に取り組んだがん対策
・緩和ケアマニュアルを改定した
・地域連携カンファランスの内容を見直し、定期開催を行った。

2026年度に重点的に取り組む予定のがん対策
・緩和ケアマニュアルを再度改定し、入院患者の苦痛のモニタリングを行った後の対応の改善を図る。
・地域連携カンファランスを毎月1回の定期開催として、症例検討の場としてより地域連携につながるようにする。

       ３.がん医療提供体制

➀医療提供全般  ②病理診断  ③がんゲノム医療  ④手術療法  ⑤放射線療法  ⑥薬物療法  ⑦チーム医療の推進  ⑧医療実装

        ４.緩和・支持療法

2025年度に重点的に取り組んだがん対策
・外来化学療法室利用マニュアルVer.8.1
・がん免疫チェックポイント阻害薬治療管理マニュアルVer.8.1
を改定し、がん薬物療法の質の向上を図った。

2026年度に重点的に取り組む予定のがん対策
・なるべく臨床試験、治験が、院内でできるように働きかける

➀科学的根拠に基づくがん検診の実施について  ②がん検診の精度管理等について  ③受診率対策について

2025年度に重点的に取り組んだがん対策
特になし

2026年度に重点的に取り組む予定のがん対策
・大腸がん死激減プロジェクトにおいての協議に従い対応をする

各拠点病院が取り組んでいるがん対策 (2026年度 )　琉球大学病院

➀生活習慣(喫煙)  ②生活習慣(飲酒)  ③感染症対策(HPV)  ④感染症対策(肝炎)  ⑤感染症対策(HTLVー 1)

2025年度に重点的に取り組んだがん対策
特になし

2026年度に重点的に取り組む予定のがん対策
特になし
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         ７.基盤

特になし

2026年度に重点的に取り組む予定のがん対策
特になし

➀研究の推進  ②人材育成の強化  ③がん教育及びがんに関する知識の普及啓発  ④がん登録の利活用の推進
⑤患者・市民参画の推進

2025年度に重点的に取り組んだがん対策

・アピアランスケアに関する研修会を、国立がん研究センター中央病院アピアランスケアセンターと連携して行った。院外にも広く呼び掛け
て、院外からも20名近く参加した。

2026年度に重点的に取り組む予定のがん対策
・就労支援とアピアランスケアについては、院外も含めて、研修会を行い、県内の対応が良くなるように働きかけを継続する
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